
 

 

 

  

今年４月１７日から４月２５日にかけて実施された小学生すくすくウォッチについて、泉大津市の児童のみなさんの

調査結果の概要がまとまりましたので、お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年度（2023年度） 

小学生すくすくウォッチ（第 5・6学年）泉大津市の結果概要 
 

〇目的 

子どもたち一人ひとりが、学びの基盤となる言語能力や読解力、情報活用能力等を向上させ、これからの予測困難な社会を 

生き抜く力を着実につける。 

〇対象学年・参加児童数 

第 5学年  泉大津市 ５４１人   大阪府 ６６,５１４人 

第 6学年  泉大津市 ５７１人   大阪府 ６７,３２９人 

〇実施内容 

第 5学年  国語・算数・理科・わくわく問題（教科横断型問題）・アンケート 

第 6学年  理科・わくわく問題（教科横断型問題）・アンケート 

〇各教科・わくわく問題（教科横断型問題）の出題内容及びアンケート内容について 

国語 ・言語能力・読解力の基盤となる、基礎的基本的な言葉等の理解を問う問題 

・文章に書かれている意味を正確に捉える力（リーディングスキル）をはかる問題 

算数 ・関数・数と計算・図形に関する基礎的な知識技能や、数学的な表現や意味理解、日常の事象を数学的に処理する 

技能を問う問題 

・基礎・基本的な概念や性質を問う問題、数学的な見方・考え方を働かせ、グラフ、表、式、言葉を関連させて考える問題 

  理科 ・見通しをもって観察、実験を行うことや、その結果を数学的に表したり、分析したことを記述したりすることを問う問題 

・生活場面とつなげたり、観察、実験を想定した場面設定の中で、基礎的な知識や科学的な見方、考え方を問う問題 

わくわく問題 

教科の枠を超えた日常の活動や現代的な諸課題（SDGs、プログラミング的思考）等をテーマにした問題 

    文章やグラフ等の様々な資料を題材に、資料を読み取ったり、自分の考えを表現する力を問う問題 

アンケート 

    非認知能力である「未来に向かう力」、授業での活動、家庭での様子等、一人ひとりの状況がわかる様々な問い方に基づく

項目等 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 わくわく問題 第６学年 わくわく問題 

〇 わくわく問題は、第５学年と第６学年に同一問題で実施されました。 

〇 どの分類においても、第６学年の正答率は、第５学年の正答率と比較して上回っています。 

〇 第５学年は、ほぼ全ての分類において大阪府の正答率を下回っていますが、「興味・関心のある事がらについ

て、意欲的に工夫して相手に伝える」観点と「図表」の問題形式については大阪府の正答率を上回っています。 

〇 第６学年は、全ての分類において大阪府の正答率を上回っています。 

〇 第５学年・第６学年ともに 

   ・ある事柄について、意欲的に工夫して相手に伝える問題では、正答率が高くなっています。 

   ・図や表から読み取り、資料の内容を関連付けて論理的に考え、それをもとに自分の考えをまとめ伝えること

を目的とした問題（問３（１））において、正答率が低くなっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童アンケート結果では、目標に向かって頑張る力・人と関わる力・気持ちをコントロールする力の「未来に

向かう力」と「好奇心」の項目平均（当てはまる・どちらかといえば当てはまるの合計）から、大阪府を基準と

した泉大津市の特徴をまとめています。 

第 5学年 第６学年 

〇 第５学年・第６学年ともに、人と関わる力の「共感する力」や「相手の理解」が他の項目と比べて、やや高い結果

となっています。 

一方で、目標に向かって頑張る力の「ぶれない心」や気持ちをコントロールする力の「落ち着き」、好奇心の「自

分の疑問に対する答えを求める力」は、他の項目と比べて低い結果となっています。 

※このテスト及びアンケート結果は、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などの

すべてを表すものではありません。 


